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2025年の崖に打ち勝つ！
低コストでアプリケーション可視化を実現する

『IBMi(AS/400)アプリケーション可視化サービス』

2021年 9月
株式会社アルファー・コミュニケーションズ
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2025年の崖に向けたシステムの課題

デジタル競争の敗者に ▫ ビジネスモデルを柔軟・迅速に変更できない

▫ システム運用・保守の担い手が確保できない

▫ 技術的負債を抱え、システムの維持・継承が困難

▫ セキュリティや事故災害トラブルにより、データ損失・流出
2025年の崖

不十分なマネジメント
による問題の先送り

レガシー化した
システム対応

2025年の崖を
乗り越えるためには

システムを『可視化』して現状と問題点を把握して
DXへのステップアップを実現する！
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有識者の退職、
委託会社の廃業などに
よるノウハウの喪失

ブラックボックス化
された資産管理
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『IBMi(AS/400)アプリケーション可視化』サービスの特徴

IBM i

プログラムソース

オブジェクト

CL,Query etc.
エキスパートが
分析・解析

データ
お預か
り

レポー
ト
作成

イメージ：ビジネスルール
フローチャート

『 IBMi(AS/400)アプリケーション可視化』サービスの流れ
・お客様から分析対象のプログラムをお預かりします。※資源を渡せない場合はご相談ください。

・お預かりから2週間ほどで解析結果をご報告

ストラクチャーチャート
逆順ストラクチャーチャート
階層ストラクチャチャート
データフローダイアグラム
データモデルダイアグラム
プログラムストラクチャチャート

プログラムロジックフロー
疑似コード化
データ辞書
オブジェクト影響分析
変数・フィールド影響分析

可視化診断レポート
・資産規模
・機能構成
・プログラムの関係性
・ファイルの問題とDDL化に伴う課題
・資産品質
・プログラムの複雑性
・冗長・不使用リソース
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資産規模

診断内容

1可視化診断レポート

プログラムオブジェクトの本数とソース行規模

（明細リストも提供）

各資産規模の個別グラフ
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診断内容

機能構成２

機能 説明 用途

DSPFIL サブファイルを用いて、複数レコードを画面表示するプログラムオンライン

DSPOTH  ファイルレコード以外を表示する画面プログラム オンライン

DSPRCD ファイル内の1つのレコードを画面表示するプログラム オンライン

EDTFIL サブファイルを用いて、複数レコードを画面編集するプログラムオンライン

EDTRCD ファイル内の1つのレコードを画面編集するプログラム オンライン

OTH 
プログラム呼び出し、ファイルアクセス、画面、印刷装置の無い
プログラム

共通

OTHCAL パラメータで呼び出しができる、OTH機能プログラム 共通

OTHFIL 入力モードのファイルを受け入れるプログラム バッチ

PRTFIL 特定のアクセスパスのレコードを印刷するプログラム バッチ

UPDFIL  ファイルを更新するプログラム バッチ

UPDPRT ファイルの更新と共にその更新報告を印刷するプログラム バッチ

可視化診断レポート

プログラムの機能構成率グラフ

（明細リストも提供）

プログラムの機能識別コードの凡例リスト
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診断内容

プログラム間の関連性３可視化診断レポート

プログラムオブジェクトの本数とソース行規模（明細リストも提供）

呼び出し関係の比率グラフ

※報告会の後、ツールのストラクチャー

チャート機能でプログラム関係性の詳細を

更に「可視化」できます。
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診断内容

ファイルの問題とDDL化に伴う課題４可視化診断レポート

問題・課題の数量グラフ

（明細リストも提供）

※報告会の後、データモデルダイアグラム機能で

物理ファイルの関係性の詳細を更に「可視化」できます。
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診断内容

資産品質５可視化診断レポート

問題・課題の数量グラフ

（明細リストも提供）
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診断内容

プログラム複雑性６可視化診断レポート

問題・課題の数量グラフ

（明細リストも提供）

経路数レンジ毎のプログラム本数と平均経路数

（明細リストも提供）
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診断内容

冗長・不使用リソース７可視化診断レポート

問題・課題の数量グラフ

（明細リストも提供）
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1. 「可視化診断レポート」の内容説明

2. 診断結果からの所見と、当該時点において確認できる課題の列挙

3. 診断内容の質疑応答

4. 「可視化詳細分析ツール」X-Analysis の利用方法レクチャー
（実際にご使用されている資産で内容と動きをご覧頂けます）

5. 「可視化詳細分析ツール」のサポート窓口の確認

診断結果の報告会は、以下のようなアジェンダで開催させていただきます。
所要時間としては、解析ツールのレクチャーと合わせ3時間程度を想定しております。

可視化診断レポート 診断結果報告会

報告会アジェンダの例
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価格体系

サービス名 パートナー様ご提供価格

オープン価格『IBMi(AS/400)アプリケーション可視化』サービス　P05

前提条件（下記条件にあてはまらない場合は別途お問い合わせください）
・対象の i /OSはV7.1以降のバージョンといたします。
・分析対象プログラムはDVDでのご提供いただくことを想定しております。
・作業対象のIBM i 機械グループはP05となります。
・作業対象は同一区画、リポジトリの作成は1つといたします。
・分析レポートはメディア（DVD Blu-ray）でのご提供になります。
・分析期間は10営業日を想定していますが、依頼状況などの外的要因により変更になる可能性があります。
ご納品・内容説明については受注時に協議させていただきます。

・上記料金内でのアプリケーション分析の上限はソース数＋ＤＢ数（PF+LF）＋画面数＋スプール数＝~2500 といたします。
上限を超えた場合は都度見積もりといたします。

・分析レポートの内容説明および質疑応答については、Web会議でのご説明を前提といたします。

サービス内容
・ソース、オブジェクト等、プログラムの解析。
・解析にともなうリポジトリの作成、分析レポートの作成。
・分析レポートの内容説明および質疑応答。
（※レポートの形式のご説明。システム改善提案は含まない）
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